


地球環境に配慮し、持続可能な社会の実現のため、多くの分野において省エネ・省電力
化への対応が不可欠となっています。例えば、複雑な電子・電気回路を少ない電力で安
定して動作させるには、同時に発生する熱を逃がさなければなりません。
MARUWAは、セラミックの持つ優れた電気性能・信頼性に加えて、金属に匹敵する高
い放熱性能を実現。回路基板などで放熱の役割を果たしています。

ＳＤＧsに繋がるＭＡＲＵＷＡの事業

11月1日に開園した「ジブリパーク」にはYAMAGIWAの照明が使用されています。
パーク内に設置された多数の屋外デザイン照明、「ジブリの大倉庫」にある映像展示室のデザイン照明器具と調
光設備、そして照明設計はYAMAGIWA（中部支店）が手掛けています。YAMAGIWAの優れたデザイン性を活
かし、公園北口から主園路、西口園
路と各施設へ誘うような灯りの道を
作っています。また、この度ジブリ
パークのデザイン監修をされた宮崎
吾朗氏より感謝状が贈呈されました。
ジブリパークへ行かれる際には、是
非YAMAGIWAが生み出す「灯り」
をお楽しみください。

YAMAGIWAの照明がジブリパークに採用

MARUWAでは、セラミックを長年「TECHNOLOGY FOR THE FUTURE」（技術によって未来を創る会
社）を旗印にしてまいりました。社員は重要な財産であります。社員の皆が現状に満足せず、時代の流れを
先取りし行動を起こすことが我が社にとってとても重要と考えております。
社員一人一人が自覚を持ち、皆様との信頼関係を築くことが大切と考え「約束を守る会社」を2022年度経営
方針に揚げました。

本年より、企業理念に社会の豊盛を加え、「会社の発展、社員の幸福、株主の信頼、社会の豊盛は四位一体で
ある」といたしました。今後は企業の発展、収益が地域社会への皆さまの幸せに結びつくことを理念に掲げ、
私たち社員一同は今まで以上に精進してまいります。
企業とは何かを考えサステナビリティ活動の充実には一層力を入れてまいる所存でありますので、今後共ご
支援宜しくお願いいたします。

2022年9月
代表取締役社長 神戸 俊郎

ご挨拶

宮崎吾朗氏より エレベーター塔へ続く灯り
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配当金の推移

今年も上場以来最高の株価を達成いたしました。過去5年で147％の増加となります。
株価の推移
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当第２四半期累計期間は、ウクライナ情勢を契機とした商品価格の変動や、欧米でのインフレの高止まりとそれ
に対する各国の金融引き締め、中国のゼロコロナ政策などによる需要の落ち込みなど、世界経済の減速不安が高
まる状況となりました。
そのような状況の中、当社グループは、当第２四半期累計期間において、セラミック部品各事業で設備増強を行っ
たことや、主にEV、半導体製造装置向けの製品が堅調だったことにより、売上高は前年同期比20.0％増の
29,668百万円となり、第２四半期累計期間として過去最高を更新いたしました。
また、従来からの工程改善や生産性の改善により、営業利益は前年同期比33.9％増の10,616百円、経常利益は
前年同期比50.5％増の12,219百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比54.5%増の8,604百万
円となりました。売上高営業利益率は35.8％となり、第２四半期累計期間として過去最高の結果となりました。
今後飛躍が期待されるEV、情報通信、半導体製造装置などの市場において、優れたセラミック材料技術・要素技
術と先を見据えた市場戦略により、差別化製品の開発・生産を推し進めることで、さらなる業績の向上に努めて
まいります。

業績の概況

配当金は年々増え続けており、今年も最高額を更新しました。
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連結業績ハイライト

四半期連結財務データ
連結貸借対照表 （単位：百万円）

前期
2022年3月31日

当第2四半期
2022年9月30日

流動資産 70,149 74,443

固定資産 25,750 27,984

資産合計 95,899 102,427

流動負債 14,953 12,705

固定負債 1,264 1,140

純資産 79,681 88,582

負債純資産合計 95,899 102,427

連結損益計算書 （単位：百万円）

前第2四半期
2021年4月1日～
2021年9月30日

当第2四半期
2022年4月1 日～
2022年9月30日

売上高 24,722 29,668
売上原価 12,331 14,006

売上総利益 12,391 15,662
販売費及び一般管理費 4,464 5,046

営業利益 7,926 10,616
営業外収益 231 1,639

営業外費用 39 36

経常利益 8,118 12,219
特別利益 90 19

特別損失 119 16

税金等調整前四半期純利益 8,088 12,221
法人税、住民税及び事業税 2,576 3,453

法人税等調整額 △ 55 164

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,567 8,604

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

前第2四半期
2021年4月1日～
2021年9月30日

当第2四半期
2022年4月1 日～
2022年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,498 8,016

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,340 △ 3,756

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 577 △ 579

現金及び現金同等物の四半期末残高 37,493 48,419
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第一線で活躍されているアーティ
ストによるコンサートを2008年
より毎年開催しております。

セグメント別の概況と市場別売上比率
セラミック部品事業 市場別売上比率

照明機器関連事業

ＥＶ市場、半導体製造装
置市場に向けた材料開発
情報通信に合わせた新商
品開発で販売強化

●

●

●数量を求めた収益性の
低い商品から、付加価
値の高い性能特性商品
への移行

芸術文化支援活動 MARUWAグループの配当金は芸術支援活動に役立っています。

MARUWA
クリスマスコンサート

 公益財団法人スペイン舞踊振興MARUWA財団 一般財団法人　神戸財団

CSR

株主優待の詳細・お申込み方法は、当社WEBサイトの
株主様専用ページをご覧ください。株主優待（3月末保有の株主様）

長野県軽井沢にある当社保有の施設です。
文化・芸術の対象公演を株主様あたり
年間2つの公演まで優待いたします。　

MARUWAクリスマス
コンサートご招待

公演チケット優待 軽井沢MARUWAアカデミーヒルズ
ご利用優待

特別支援学校に通う子供
たちへの音楽会を2018年
より毎年開催しています。

地域社会への貢献活動 MARUWAは音楽を通して様々な地域社会貢献活動を支援しております。

オトのじかん 
－MARUWAの音楽会－

半導体
車載

LED高輝度照明
LED光源モジュール
デザイン照明

情報通信 
産業機器

（単位：百万円）
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売上高
296億円

売上高
247億円

車載関連

車載関連

情報通信
関連

情報通信
関連

半導体
関連

半導体
関連

産業機器
関連

産業機器
関連

照明機器
関連

照明機器
関連

18.7

16.8

12.8

14.5

14.1

13
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役員（2022年9月30日現在）

商 号 株式会社MARUWA

本 社 〒488-0044
愛知県尾張旭市南本地ヶ原町三丁目83番地
TEL （0561）51-0841

設立年月日 1973年４月５日

事 業 内 容 車載関連、半導体関連、情報通信関連、産業
機器関連、照明機器関連の開発・製造・販売

資 本 金 86億4,672万円

従 業 員 数 1,249名（連結）

会社概要（2022年9月30日現在）

株主メモ
事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

基 準 日 定時株主総会・期末配当金／毎年３月31日
中間配当金　　　　　　  ／毎年９月30日
そのほか必要があるときは、
あらかじめ公告して定めた日

公 告 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL
https://www.maruwa-g.com/ir/notification.html

株主名簿管理人
及び特別口座の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電 話 照 会 先 0120-782-031（フリーダイヤル）

発行可能株式総数 26,000,000 株
発行済株式の総数 12,372,000 株
単元株式数 100 株
大株主

株式の状況（2022年9月30日現在）

会社・株式情報

https://www.maruwa-g.com/

https://www.maruwa-g.com/ir/

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

株式会社神戸アート 3,625,000 29.38

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 2,033,400 16.48

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,704,800 13.81

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 407,047 3.29

NORTHERN TRUST CO.
（AVFC）RE FIDELITY FUNDS 304,000 2.46

神戸 誠 300,000 2.43

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES
LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/
LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS

222,000 1.79

野村信託銀行株式会社（投信口） 154,500 1.25

RE FUND 107-CLIENT AC 127,334 1.03

STATE STREET BANK
WEST CLIENT-TREATY 505234 126,100 1.02

（注）持株比率は発行済株式の総数から自己株式を除いた数に基づき、算出しております。

MARUWA
WEBサイト

投資家情報

所有者別株式分布
自己株式
0.28％

金融機関
34.33％

その他国内法人
29.99％

外国人
25.43％

個人・その他
9.54％

金融商品取引業者
0.43％

執行役員 橋本耕一
執行役員 加藤 曜
執行役員 松川晋也
執行役員 後藤孝市
執行役員 加藤大亮
執行役員 佐々木宣裕

代表取締役会長 神戸 誠
取締役副会長 林 春行
代表取締役社長 神戸俊郎
専務取締役 マニマラン・アントニ
取締役 森下由紀子
社外取締役（監査等委員） 光岡正彦
社外取締役（監査等委員） 加藤晶英
社外取締役（監査等委員） 原 武之

執行役員

取締役
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